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福島県農業振興公社だより

発行元 福島市中町８番２号

第 １０ 号 平成１５年 ３月 財団法人福島県農業振興公社

TEL 024-521-9833 FAX 024-524-2393

國分俊江さん（二本松市）最優秀賞受賞！
～第４２回全国青年農業者会議プロジェクト発表会～

平成１５年２月２５日、東京都で開催さ

れた第４２回全国青年農業者会議プロジェ

クト発表会へ当公社の青年農業者等育成セ

ンタ－から東北ブロック代表として派遣し

た國分俊江さんが、最優秀賞（農林水産省

経営局長賞）を受賞しました。

プロジェクト発表会には、全国の各ブロ

、ックから選抜された１６名が農業について

それぞれの実践活動の成果や取組状況につ

いて発表しました。

國分さんは、岳温泉組合から出る「食品

」 、 、 、残さ を活用して 堆肥を生産し さらに

その堆肥を使って地域の農家が有機野菜の

栽培を行っている事例を発表し、食品残さ(最優秀賞を受賞した國分俊江さん）

を最終的には、食材の提供という地域循環

（リサイクル）に取り組んだ点が高い評価を受け、今回の受賞となりました。

本県からの発表者は、昨年も優秀賞を受賞しており、２年連続の表彰は全国に福島県の

レベルの高さを印象付けました。
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農 地 調 整 課

第２回福島県農地保有合理化法人連絡協議会開催される。！

平成１５年２月１３日（木）福島県庁東 主査より説明があり、引き続き平成１５年

分庁舎会議室において、第２回福島県農地 度当初事業計画及び特徴的な事業推進につ

保有合理化法人連絡協議会を開催しました いて県公社及び各市町村合理化法人等から。

この協議会は、農地保有合理化法人相互 の質疑応答や活発な意見交換が行われまし

の連携強化と農地保有合理化事業を活用し た。

た地域における効率的土地利用等を推進す

ることを目的として設立したものであり３

６名が出席しました。

協議会では、県農業経営指導課 永石参

事兼課長より「米政策改革大綱を踏まえた

農地保有合理化事業の推進方向について」

と題し基調講演が行われました。

次に、平成１５年度農地流動化関連新規

拡充事業について県農業経営指導課 太田

（協議会で質疑をする参加者）

土地利用型大規模経営促進事業のワンポイントアドバイス

、 、当該事業については 新規事業として平成１３年９月 第５号で紹介いたしましたが

前回掲載出来なかった交付要件について説明いたします。

交付要件は満たしているのに助成金の交付対象としないもの。？

土地利用型大規模経営促進事業実施基準

第１ 助成金の交付要件の２により「助成金の交付要件にかかわらず、次に掲げる場

合は、助成金の交付対象としないものとする 」となっております。。

（１）転用売却により代替地を取得する場合

（２）おおむね１０アール未満の農地を取得する場合

（３）助成金の に農用地の売却等により （農交付申請前３か年の間 経営面積を縮小

業経営の改善のためやむを得ない等の特別の理由がある場合を除く ）してい。

る場合
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育成センター

県 内 外 か ら １ ５ 名 参 加！

～新規就農希望者支援交流会から～

平成１５年２月２３日（日 、郡山市熱）

海町「清陵山倶楽部」において、新規就農

希望者支援交流会を開催しました。この交

流会は、新規就農希望者が既に就農した先

輩農業者からの話を聞いたり、就農地等を

視察することで、今後の就農に備えて貰う

ことを目的に開催したもので、県内外から

１５名が参加しました。(真剣に説明を聞く参加者）

交流会では、育成センタ－から、新規就

農を考えるに当たっての留意点などを説明

、 、した後 ２名の先輩農業者からの事例報告

参加者との意見交換、さらに午後からは農

業施設等の現地視察を行いました。

参加者は、交流会を通じて先輩農業者の

話を直に聞いたり、農業施設等を視察した

ことで、これから新規就農を考えるうえで

の参考になったようでした。

（活発な質問が出された現地視察）

総 務 課

平成１４年度の特定鉱害復旧事業（地表から深

さ５０メートル以内の採掘跡又は坑道跡の崩壊に

起因する鉱害の復旧事業）の実績は１件でした。 （施工前）

１．発生位置 いわき市瀬戸町地内

２．被害物件 農地（畑）

3.0m 3.0m 0.7m３．被害規模 × ×深さ

４．施工概要 陥没孔周辺部や底の緩んだ

土砂を除き床堀面の整地後発 （竣 工）

生土や購入土で十分に転圧を

行い埋め戻した。
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みんなの声

「 就 農 雑 感 」

梁川町 草野 一浩

農業短大を卒業して就農し早や５年。あ さまざまな意見交換をし、すばらしい経験

っという間だった。 ができた。あとは、この経験を生かして、

就職するとき 私は迷わず農業を選んだ 自分の農業にどう反映させていくのかが重、 。

というか 他に迷わせるような コレだ！ 要なのだが・・・まだどうしていいかイメ、 「 」

という職業も無く、家が農家だったから、 ージは出てきていない。強いて言えば、現

という理由が一番大きい 正直不安だった 在の父の形態はかなり安定しているので、。 。

でも、地元の先輩に誘われて、農業青年ク それにプラスαになるような事をしたいと

ラブに入ってから、そんな不安は徐々に無 思っている。それを早く見つけることが、

くなっていった。Ｈ１３年度には、県のク 現在の私の課題だと思っている。あとは・

ラブの会長という重責を担うことになった ・・・結婚かな、ははは。

ともあって、全国の同年代の農業後継者と

(中央：草野さん） （交流会で挨拶する草野さん）

編 集 後 記

「ルールだよ とびださないこと とまること」をスローガンに平成１５年４月７日（月）～平成

（ ） 、 （ ） 。１５年４月１３日 日 までの７日間 新入学 園 児童・園児の交通事故防止運動が実施されます

当公社職員も業務上運転をする機会が多く、特に陽気も段々暖かくなり、居眠り運転等が考えられ

るため、この交通事故防止運動に積極的に参加し、役職員の交通事故防止に対する意識を更に強めて

いきたいと考えています。 Ｓ．Ｍ

960-8681問い合わせ あて先 〒

福島県福島市中町８番２号

財団法人福島県農業振興公社 総務課
TEL 024 521 9834 FAX 024 524 2393( ) ( )

みなさんのご意見ご感想をお寄せください。

※この広報誌は、再生紙を利用しております。

「あなたを、守る シートベルト 忘れないでね」


